
でも授業でICTを活用して指導できる

先生は６割ぐらいだね！ＩＣＴを活用し
ない先生が多いのはなぜだろう？

（概要版）

スモールステップでできる校内研修のための
「ICTミニ研修プラン集」の作成

－教員のICT活用への意欲を高め、活用の推進を図るために－

長期研修員 横塚智寿

操作の仕方が
分からない

準備に
手間がかかる

ＩＣＴの効果は
大きいのね！

ICTの機器が
少ない・ない

教育の情報化の推進
に資する研究結果より

意欲の向上 技能の習得

活用場面が
分からない

教 員 の I C T 活 用 の 推 進

プレゼンテーション用のスライド
参加者への説明時に提示する。

また参加者に資料として配付する。

研修参加者のためのガイド
研修内容が分かるように、研修のねらい

や概要、準備物が分かるようになっている。

ＩＣＴの効果と

授業での使い方

機器操作など

スライド説明資料

研修ガイド

提示用スライド

レベル１
ＩＣＴについてほと

んど知らない方を対象

にしています

６プラン

レベル２
ＩＣＴをほとんど活

用していない方を対象

にしています

５プラン

レベル３
ＩＣＴを効果的に活

用していない方を対象

にしています

９プラン

機器操作ガイドやICT活用実践事例
様々な機器の接続方法や授業活用の

ヒントなどの研修の補助資料。

ファシリテータ用の資料
ファシリテータが研修を進行する際に使用す

る資料。研修内容や注意点が書かれている。

ＩＣＴミニ研修プラン集の作成と活用

ICT活用の経験の少ない教員や負担感を感じる教員にも
取り組みやすく継続していける研修が必要！
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研修ガイド

参加者用ガイド
研修内容がすぐに分かる

ＩＣＴ活用の

レベルの段階

１～３ を表す。

研修のねらいや

概要から研修の

内容を知る。

研修参加者に、研

修の内容をあらかじ

め知らせることで興

味を持たせて積極的

参加を促す。

提示用スライドを

３～4枚掲載して、

研修のイメージを

つかめるようにする。

ファシリテータと参

加者それぞれが研修

に必要な資料や準備

物を確認できる。

ファシリテータは、

時間配分やスライド

との対応、研修の進

め方を確認できる。

補助資料

機器操作ガイド
様々な機器の接続方法

ICT活用実践事例
授業でICTを活用するヒント

必 要 な 材機

使 用 す る 面場

① 実物 投 影 機を 子 ども 達 の方 に 向け る 。

（ また は 、 デジ カ メで 撮 る）

② 音 読 を し て い る 姿 勢 、 本 の 持 ち 方 、 口 の 開 き 方

など を 映 す。

③ 実物 投 影 機の Ｓ Ｄカ ー ドの 画 像ま た は 、デ ジ

カメ の 動 画を み んな で みて 、 自分 の 様 子や 友

だち の 様 子を 確 認す る 。

④ 特に 姿 勢 の良 い 子ど も を撮 っ てお き 、 手本 と

して ア ッ プし て 映す 。

○ 音読 に 限 らず 、 読書 時 でも 給 食の 時 間 でも 、

姿勢 が 気 にな っ たと き に子 ど も達 の 様 子を

映し て み せる こ とで 、 姿勢 の 悪さ に 気 付く 。

また 、 手 本と な る子 を 撮り 、 賞賛 す る こと で

姿勢 を 良 くす る 子が 増 える 。

○ デジ カ メ であ れ ば、 移 動教 室 の時 、 体 育の

整列 の 時 など 様 々な 場 面で 映 し、 意 識 化を

する こ と がで き る。

I CT活用実践事例 映 し て み よ う読 む 姿 勢 を 「 」大 き く
【単元】本 を 読 むと き な らい つ でも小学 国 語全

の での で導 入 場 面導入 場面のの

活 用 ヒ ン ト活 用 ヒ ン ト活 用活 用 のの

音 読 の 時 の 姿 勢 を 映 し

て 、 良 い 姿 勢 で 読 め て い

る か自 己チ ェッ クす る 。

提示用スライド・スライド説明資料

プレゼンテーション用スライド
参加者に資料として配付

ファシリテータ用資料
研修を進めるときの説明内容

研
修
プ
ラ
ン
の
活
用
場
面

プラン４ （レベル１） 機器操作～実物投影機編

実物投影機の操作方法と、実物投影機の活用方法を知り授業に活用できるようにする

プロジェクタ２台、実物投影機２台、テレビ２台使用して接続実習。多

くの参加者に実習をしてもらい、ファシリテータや機器操作に慣れている

先生方は、率先して手伝ってくれた。接続実習後は、活用方法について説

明。具体的な操作として、地図記号をフラッシュ型教材のように見せたり、

教材の一部を隠す方法、ＯＨＰシートを使って書き込む方法などを見せた。研修後は残って機器操

作をした。
・ 自分の手でやってみると一層興味がわいた。

・ 簡単に接続できることを知ったので、今後活用していきたい。

・ 教科書等を提示するのに実物投影機はとても便利だった。

・ 実際に作業している手元や教科書を大きく 映せた。

ねらい

内 容

ICT機器設置用教室

タ イ ト ル 内 容プラン
１ ICTって何 今後の研修の進め方、ICTの意味や必要性

２ レ ICTの効果と授業での使い方 ICTの効果や活用場面・ポイント・使い方

３ ベ 機器操作～デジカメ編 デジカメとテレビやプロジェクタの接続・操作

４ ル 機器操作～実物投影機編 実物投影機とテレビやプロジェクタの接続・操作

５ １ 機器操作～コンピュータ編 コンピュータとプロジェクタや実物投影機の操作

６ 機器操作～電子黒板編 電子黒板とコンピュータの操作・使い方

７ レ 模擬授業のススメ～国語編 模擬授業に参加し、協議する～デジカメ活用

８ ベ 模擬授業のススメ～算数編 模擬授業に参加し、協議する～実物投影機活用

９ ル 模擬授業のススメ～社会編 模擬授業に参加し、協議する～フラッシュ型教材

10 ２ 授業プランの作成 ICT活用授業の実践に向け授業プランを作成

11 模擬授業の体験 授業プランを元にグループ毎に模擬授業をする

12 ICT効果的活用のススメ～授業以外 授業以外での様々なICTの活用方法を知る

13 教材作成のススメ～コンテンツ収集 G-TaKや指導案のダウンロードの仕方を知る

14 教材作成のススメ～フラッシュ１ フラッシュ型教材の作成の仕方を知り、作成するレ
15 教材作成のススメ～フラッシュ２ フラッシュ型教材を作成し、授業に活かすベ
16 教材作成のススメ～写真･動画編集 写真や動画を編集して授業で使えるようにするル
17 情報モラルのススメ 情報教育について理解し、授業に取り入れる３
18 パソコン室のススメ パソコン室を効果的に活用できるようにする

19 機器活用のススメ 少ない機器を有効に活用できるようにする

20 効果的活用のススメ 授業での効果的ICT活用例と場面を考える

プラン14 （レベル３） 教材作成のススメ～フラッシュ１

フラッシュ型教材の作成の仕方を知り、教材を自作できるようにする

フラッシュ型教材の作成を、職員用パソコンで一斉に行った 「かけ算。

九九」や「漢字の送り仮名」の問題を、スライドショー、アニメーション

効果などを使って作成した。ファシリテータやプレゼンテーションソフト

を使える数名の先生が、率先して指導に回った。作成したものが、スライ

ドショーとして動いたことに感嘆の声も上がった。初めての先生も、自分

で作成したものを職員用のフォルダに保存をすることができた。

ねらい

内 容

・ 実際に授業で活用できそうなので自分で作ってみたい。

・ 既習事項や定着させたい学習の内容が確認、復習できて良い。

・ 思っていたよりも簡単に教材を作ることができて良かった。

・ 繰り返し学習ができ、下位の子にも頑張る気を起こすのに良い。



問い合わせ先 群馬県総合教育センター

担当係 教育情報推進係 ０２７０－２６－９２１５（直通）

アンケート結果

研修会や研修資料が役立つ
とほとんどの人が答えた。

特に、機器の接続やフラッ
シュ型教材の作成の研修が役
立つと答えた人が多かった。

ICT研修前に比べる

と、国語や算数、道徳
でICTを活用して授業

を実践した先生が特
に増えた。

授業以外でも、学校
行事や児童集会など
でICT活用が進みつつ

あり、機会があれば
活用していきたいと言
う声が多い。

研修後ICT活用

への意欲が増し
ている。

○１回15分のミニ研修、組み合わせ自由なプランにしたこ

とは、定期的なICT活用研修の実施につながり、意欲の向上
や技能の習得が図れた。

○レベル設定、スモールステップ型の研修プランは、教員一人一

人の知識･技能に合わせて研修を進めることができ、ICT活用
の推進が図れた。

○ファシリテータ用資料を入れた研修プラン集を作成したこ

とにより情報主任等を中心に研修の推進が図れた。

○子どもたちの思考
が深められる授業
作りのできる研修
が必要。

○校内の研修テーマ
とタイアップして年
間を通じて活動で
きる工夫が必要。

成果 課題

・下位の児童にも視覚に訴えられるので良い。
・図や文の効果的な提示の仕方を知り授業構成ができた。
・興味関心を持たせ、集中させられて効果的であった。
・既習事項の確認や定着させたい内容の復習ができた。

・研修時間が短く回
数が多かったので、
参加できないとき
があっても、対応
ができて良かった。
・短時間での研修モ
ジュールを積み重
ねる方法は経験が
少ないものにとっ
て心理的な負担が
無く取り組めた。

・ICT教材の自作研修がためになった。
・活用事例の紹介が役に立った。
・いろいろな活用方法があって勉強になった。
・研修がICTを活用するのによい機会となった。レベル１

研修後

・活用の工夫で児童の興味関心を高めるのに役立った。
・教材も作成でき、研修で活用の幅が広がった。
・教師のニーズに合致していた。
・さらにレベルアップさせるため研修を続けていきたい。

レベル２
研修後

レベル３
研修後

研修を
終えて

研
修
参
加
者
の
声


